
破題の餘事─『江談抄』「月明水竹間」詩についての言談をめぐって

一
〇
三

破
題
の
餘
事

─『
江
談
抄
』「
月
明
水
竹
間
」
詩
に
つ
い
て
の
言
談
を
め
ぐ
っ
て

山　

田　

尚　

子

は
じ
め
に

　

平
安
中
期
、
村
上
朝
に
句
題
詩
の
構
成
方
法
（
構
成
に
関
す
る
規
則
）
が
定
着
し
、
公
私
の
詩
宴
で
作
ら
れ
る
句
題
の
七
言
律
詩

は
、
こ
れ
に
従
っ
て
作
る
の
が
定
石
と
な
っ
た
。
院
政
期
に
至
り
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
～
一
一
一
一
）
の
言
談
を
記
録
し
た

『
江
談
抄
』
に
は
、
句
題
詩
（
お
よ
び
句
題
の
詩
序
）
の
構
成
方
法
、
特
に
破
題
の
方
法
へ
の
言
及
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
醍
醐
寺

本
第
一
一
五
話
、「
月
明
水
竹
間
」
の
詩
題
で
作
ら
れ
た
詩
の
腰
句
を
め
ぐ
っ
て
語
ら
れ
る
言
談
（
類
聚
本
で
は
巻
五
第
二
十
三
話

に
「
月
明
水
竹
間
詩
腰
句
事
」
と
の
見
出
し
で
収
載
さ
れ
る
）
も
ま
た
、
そ
う
し
た
破
題
の
方
法
や
そ
の
表
現
へ
の
言
及
の
一
つ
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
当
該
記
事
に
つ
い
て
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
、
特
に
そ
の
破
題
の
方
法
を
念
頭
に
そ
の
読
解
を
試
み

て
み
た
い
。



一
〇
四

一
、「
月
明
水
竹
間
」
詩
の
腰
句

　
『
江
談
抄
』
は
、
平
安
後
期
に
活
躍
し
た
大
江
匡
房
の
言
談
を
藤
原
実
兼
（
一
〇
八
五
～
一
一
一
二
）
が
筆
録
し
た
も
の
と
さ
れ

る
。
大
江
氏
は
、
大
学
寮
紀
伝
道
の
文
章
院
を
菅
原
氏
と
と
も
に
掌
握
す
る
儒
家
の
家
柄
で
、
匡
房
の
祖
に
は
音
人
（
八
一
一
～

八
七
七
）、
維
時
（
八
八
八
～
九
六
三
）、
曾
祖
父
に
は
匡
衡
（
九
五
二
～
一
〇
一
二
）
が
い
る
。
匡
房
は
、
後
三
条
・
白
河
・
堀
河

三
代
の
侍
読
を
務
め
た
当
代
切
っ
て
の
学
者
で
あ
る
一
方
、
官
僚
と
し
て
後
三
条
天
皇
の
側
近
と
な
り
、
白
河
院
政
権
に
も
深
く
関

わ
っ
た
。
詩
文
に
も
長
け
、『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』、『
本
朝
無
題
詩
』、『
本
朝
続
文
粋
』、『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
な
ど
に

作
品
が
残
る
。『
江
談
抄
』
に
は
、
公
事
や
音
楽
な
ど
を
含
む
幅
広
い
知
識
へ
の
言
及
が
見
え
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
時
の
貴
族

社
会
に
お
い
て
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
で
も
作
詩
の
作
法
や
表
現
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

当
時
、
公
私
の
詩
宴
で
作
ら
れ
る
詩
の
主
流
は
句
題
詩
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
当
時
の
句
題
詩
（
七
言
律
詩
）
は
、
村
上
朝
の
頃
に

定
着
し
た
構
成
方
法
（
構
成
に
関
す
る
規
則
）
に
従
っ
て
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ（
１
）た。
そ
の
構
成
方
法
に
お
い
て
は
、
首
聯
・
頷

聯
・
頸
聯
・
尾
聯
の
各
聯
が
そ
れ
ぞ
れ
題
目
・
破
題
・
破
題
・
述
懐
と
名
づ
け
ら
れ
、
首
聯
で
は
詩
題
の
五
文
字
を
そ
の
ま
ま
用

い
、
頷
聯
お
よ
び
頸
聯
の
破
題
で
は
、
詩
題
（
特
に
詩
題
の
中
の
実
字
）
を
別
の
表
現
に
置
き
換
え
て
題
意
を
敷
衍
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
構
成
方
法
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
詩
に
お
い
て
は
、
頷
聯
・
頸
聯
の
破
題
の
出
来
映
え
が
肝
心
で

あ
り
、
詩
全
体
の
良
し
悪
し
を
も
左
右
す
る
ほ
ど
に
破
題
の
表
現
（
詩
題
を
如
何
に
言
い
換
え
て
い
る
か
）
が
重
視
さ
れ
た
と
考
え
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ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
破
題
へ
の
志
向
を
如
実
に
反
映
し
、『
江
談
抄
』
に
お
い
て
も
、
作
詩
の
話
題
と
し
て
、
句
題
詩

（
お
よ
び
句
題
の
詩
序
）
の
構
成
方
法
、
特
に
破
題
の
方
法
へ
の
言
及
が
随
所
に
見
え（
２
）る。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
言
及
の
一
つ
を

取
り
上
げ
て
読
解
を
試
み
た
い
。

　

ま
ず
、
本
稿
で
考
察
対
象
と
す
る
本
文
を
掲
げ
る
。『
江
談
抄
』
の
伝
本
の
う
ち
で
も
古
本
系
に
属
す
る
醍
醐
寺
本
の
第
一
一
五

話
で
あ（
３
）る。

又ま

た
命お
ほ

せ
ら
れ
て
云
は
く
「
予わ
れ

、
近さ
い
つ
こ
ろ曾、

右
金
吾
亭
に
て
「
月 

水
竹
の
間
に
明
ら
か
な
り
」
の
詩
を
作
れ
り
。
腰
句
の
「
陸

張
の
池
は
白
し 
両
家
秋
」
と
云
ふ
句
の
「
白
」
の
字
、
江
都
督
命
せ
ら
れ
て
云
は
く
、「
冷
」
の
字
に
改
む
べ
き
か
と
云
々
。

藤
原
為
時
の
「
三さ
ん

巴は

峡か
ふ

の
月つ
き

雲
収
り
て
白
し
」
の
句
、
以
言
云
は
く
、「
白
」
の
字
は
置
き
処
を
習
ふ
べ
し
。
此
の
句
の
「
白
」

の
字
甚
だ
以
て
優
な
り
と
云
々
。
又
た
以
言
の
詩
、「
桂
花
秋
白
し
」
の
句
の
「
白
」
の
字
も
亦
た
其
の
体
を
得
た
り
。
此
の

外
に
学
ぶ
べ
し
。
但
し
餘
事
な
り
」
と
云
々
。

又
被
命
云
、
予
近
曾
於
右
金
吾
亭
、
作
月
明
水
竹
間
詩
。
腰
句
陸
張
池
白
両
家
秋
ト
云
句
白
字
、
江
都
督
被
命
云
、
可
改

冷
字
歟
云
々
。
藤
原
為
時
三
巴
峡
月
雲
収
白
之
句
、
以
言
云
、
白
字
可
習
置
処
、
此
句
白
字
甚
以
優
也
云
々
。
又
以
言
之

詩
、
桂
花
秋
白
之
句
白
字
亦
得
其
体
焉
。
此
外
可
学
之
。
但
餘
事
也
云
々
。

こ
の
記
事
の
概
略
を
示
せ
ば
、
あ
る
人
物
が
い
う
こ
と
に
は
（
後
に
匡
房
の
言
が
引
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
談
話
に
お
け
る
語
り

手
は
匡
房
で
は
な
い
）、
自
分
は
右
金
吾（
４
）亭で
「
月
明
水
竹（
５
）間」
と
い
う
詩
題
で
詩
を
作
っ
た
が
、
そ
の
詩
の
頸
聯
の
「
陸
張
池
白

両
家
秋
」
と
い
う
句
に
つ
い
て
、
匡
房
は
こ
の
句
の
「
白
」
字
を
「
冷
」
字
に
改
め
た
ほ
う
が
い
い
と
言
っ
た
と
い
う
。
次
で
誰
か

が
「
白
」
字
に
つ
い
て
、
大
江
以
言
は
藤
原
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」
の
句
に
「
白
」
字
の
使
い
方
（「
白
」
字
を
ど
う
置
く
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べ
き
か
）
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
し
、
為
時
の
句
の
「
白
」
字
の
使
い
方
を
優
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
し
た
こ
と
、
そ
の
以
言
自
身
の
作

で
あ
る
「
桂
花
秋
白
」
の
句
の
「
白
」
字
も
そ
の
奥
義
を
捉
え
て
い
る
こ
と
、
に
言
い
及
び
、
こ
の
他
「
白
」
字
の
使
い
方
を
学
ぶ

べ
き
だ
と
言
っ
た
と
い
う
。

　

該
話
で
は
、
冒
頭
の
「
又
被
命
云
」
で
示
さ
れ
る
談
話
が
末
尾
の
「
但
餘
事
也
」
ま
で
か
か
り
（
語
り
手
は
未（
６
）詳）、
そ
の
談
話

の
途
中
、「
可
改
冷
字
歟
」
と
匡
房
の
言
が
引
か
れ
、
そ
の
後
「
藤
原
為
時
」
か
ら
「
但
餘
事
也
」
ま
で
話
者
未
詳
の
談
話
が
引
か

れ
る
。
そ
の
談
話
に
、
藤
原
為
時
（
生
没
年
未
詳
、
紫
式
部
の
父
）
の
句
に
対
す
る
大
江
以
言
（
九
五
五
～
一
〇
一
〇
）
の
評
価

と
、
以
言
の
句
に
対
す
る
そ
の
話
者
の
評
価
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
該
話
に
お
い
て
、
談

話
全
体
の
語
り
手
が
誰
か
と
い
う
こ
と
が
不
明
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
匡
房
の
意
見
に
対
し
、
藤
原
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」

句
を
「
優
」
だ
と
す
る
大
江
以
言
の
言
を
引
き
、
さ
ら
に
大
江
以
言
の
「
桂
花
秋
白
」
句
を
「
得
其
体
」
と
評
価
し
た
人
物
も
ま

た
、
明
確
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。『
古
本
系
江
談
抄
注
解
』
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
為
時
の
句
（
に
対
す
る
以
言
の
言
）

や
以
言
の
句
に
言
及
し
た
人
物
を
、
こ
の
談
話
全
体
を
語
る
語
り
手
自
身
（
藤
原
知
房
と
推
測
す
る
、
注
（
６
）
参
照
の
こ
と
）
だ

と
解
釈
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
（
該
話
を
指
す
、
稿
者
注
）
も
匡
房
の
談
話
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
前
項
に
続
い
て
知
房
の
言
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

匡
房
が
白
の
字
を
冷
の
字
に
改
め
る
べ
き
だ
と
し
た
の
に
対
し
て
、
白
字
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
類
聚
本
を
底
本
と
す
る
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
、「
予
近
曾
於
右
金
吾
亭
」
に
始
ま
り
「
但
餘
事
也
」
に
終
わ
る
談
話

全
体
を
示
す
鉤
括
弧
の
中
に
、「
藤
原
為
時
」
に
始
ま
り
「
但
餘
事
也
」
に
終
わ
る
小
鉤
括
弧
を
設
け
て
お
り
、
従
っ
て
、
こ
の
小

鉤
括
弧
の
中
の
部
分
は
語
り
手
以
外
の
人
物
の
発
言
を
引
用
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
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〇
七

『
江
談
證
注
』
で
は
、「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
べ
き
か
と
の
発
言
に
加
え
、
そ
れ
に
続
く
部
分
も
匡
房
自
身
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た

も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
該
話
の
後
半
の
「
藤
原
為
時
」
以
下
の
発
言
の
話
者
に
つ
い
て
は
、
談
話
全
体
の
語
り
手
、
匡
房
、
語
り
手
で

も
匡
房
で
も
な
い
誰
か
、
と
の
三
つ
の
可
能
性
が
存
す
る
。
豫
め
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
の

い
ず
れ
を
妥
当
と
す
る
か
、
答
え
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
該
話
に
「
藤
原
為
時
」
以
下
の
発
言
が
引
か
れ
る
こ
と
か

ら
は
、
談
話
全
体
の
語
り
手
が
こ
の
発
言
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
従
っ
て
、
為
時
、
以
言
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
お
け
る

「
白
」
の
用
い
方
は
適
切
な
も
の
と
し
て
語
り
手
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
匡
房
に
よ
っ
て
「
白
」

を
「
冷
」
に
改
め
る
べ
き
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
句
の
「
白
」
字
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
匡
房
自
身

に
と
っ
て
、「
白
」
字
の
用
い
方
に
ど
こ
か
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
該
話
の
談
話
は
「
但
餘
事
也
」

で
結
ば
れ
る
が
、
こ
こ
で
「
但
餘
事
也
」
と
さ
れ
る
の
は
、
前
半
の
匡
房
の
意
見
な
の
か
、
後
半
の
「
藤
原
為
時
」
以
下
の
発
言
な

の
か
、
果
た
し
て
「
餘
事
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の

「
白
」
字
の
用
い
方
を
確
認
し
、
匡
房
が
示
し
た
見
解
の
意
図
が
那
辺
に
あ
る
の
か
を
推
測
し
、
そ
の
上
で
、
該
話
が
「
但
餘
事
也
」

と
結
ば
れ
る
こ
と
の
実
質
的
な
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
は
「
月
明
水
竹
間
」
を
詩
題
と
す
る
「
陸
張
池
白
両
家
秋
」

句
の
分
析
か
ら
始
め
る
。

　

こ
こ
に
提
示
さ
れ
る
詩
題
「
月
明
水
竹
間
（
月 

水
竹
の
間
に
明
ら
か
な
り
）」
は
、
漢
字
五
文
字
か
ら
成
る
句
題
で
あ
る
（
出
典

は
未
詳
）。
さ
ら
に
こ
の
詩
題
に
は
「
水
竹
」
と
い
う
双
貫
語
（「
山
水
」「
管
絃
」「
松
竹
」
な
ど
の
並
列
構
造
を
持
つ
二
字
熟
語
）

が
含
ま
れ
る
。
句
題
詩
の
構
成
方
法
に
お
い
て
、
詩
題
に
双
貫
語
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
破
題
の
一
聯
の
上
句
と
下
句
と
に
双
貫
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語
を
構
成
す
る
二
字
を
詠
み
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
で
あ
っ（
７
）た。「
水
竹
」
が
双
貫
語
で
あ
る
こ
と
は
、
菅
原
為
長

（
一
一
五
八
～
一
二
四
六
）
の
編
纂
に
か
か
る
対
句
語
彙
集
『
文
鳳
抄
』
に
「
水
竹
」
が
立
項
さ
れ
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
ほ

か
、『
和
漢
兼
作
集
』
巻
七
「
秋
部
中
」
に
「
月
明
水
竹
間
」
の
題
で
収
め
ら
れ
る
藤
原
永
実
（
一
〇
五
二
～
一
一
一
九
）
の
句
に

「
三
五
夜
深
彭
蠡
暁
、
東
南
雲
尽
会
稽
秋
（
三
五
に
夜
深
け
ぬ
彭
蠡
の
暁
、
東
南
に
雲
尽
き
ぬ
会
稽
の
秋
）〔
＝
八
月
十
五
日
の
夜
が

更
け
る
と
（
池
に
月
が
明
る
く
照
っ
て
）
ま
る
で
明
け
方
の
彭
蠡
の
池
の
よ
う
だ
、
東
南
の
方
角
の
雲
が
消
え
去
る
と
（
竹
に
月
が

明
る
く
照
っ
て
）
ま
る
で
秋
の
会
稽
の
竹
箭
の
よ
う
だ
〕」
と
あ
る
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。
永
実
の
句
の
場
合
、
詩
題
の

「
月
明
」
は
、
上
句
で
は
「
三
五
夜
深
」
及
び
「
暁
」
で
、
下
句
で
は
「
東
南
雲
尽
」
及
び
「
秋
」
で
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
上
句
の
「
彭
蠡
」
は
中
国
江
西
省
北
部
に
あ
る
鄱
陽
湖
の
異
称
で
、
従
っ
て
「
彭
蠡
」
は
詩
題
の
「
水
」
を
言

い
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
下
句
の
「
会
稽
」
は
、
篠
竹
（
竹
箭
）
の
産
地
で
、
中
国
の
東
南
、
揚
子
江
河
口
付
近
（
現
在
の

浙
江
省
紹
興
市
付
近
）
に
位
置
す
る
。『
淮
南
子
』
墬
形
訓
に
「
東
南
方
美
者
、
有
会
稽
之
竹
箭
焉
（
東
南
方
の
美
な
る
者
に
は
、

会
稽
の
竹
箭
有
り
）」
と
あ（
８
）り、
従
っ
て
下
句
で
は
、「
会
稽
」
の
語
で
詩
題
の
「
竹
」
を
言
い
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下

に
永
実
の
句
に
お
け
る
詩
題
と
破
題
表
現
の
関
係
を
示
す
。

　
　

三
五月

夜明

深 

彭水蠡 

暁月
明　

　

東
南月

雲明

尽 

会竹稽 

秋月
明

　

そ
こ
で
、
詩
題
「
月
明
水
竹
間
」
の
「
水
竹
」
が
双
貫
語
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
前
掲
の
『
江
談
抄
』
の
記
事
に
引
か
れ
た

「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
の
句
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
句
は
、「
腰
句
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
律
詩
の
頸
聯
の

う
ち
の
一
句
で
あ
る
。
句
中
の
「
池
」
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
れ
が
詩
題
の
「
水
」
の
破
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な

く
、
従
っ
て
「
水
竹
」
の
双
貫
語
の
う
ち
の
「
水
」
を
詠
み
込
ん
だ
破
題
の
句
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
陸
張
」
は
南
斉
の
陸
慧
暁
と
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一
〇
九

張
融
の
こ
と
で
、
二
人
は
屋
敷
を
並
べ
て
住
ん
で
お
り
、
そ
の
間
に
あ
る
池
の
辺
り
に
は
二
株
の
楊
柳
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

（『
南
史
』
陸
慧
暁（
９
）伝）。
す
な
わ
ち
該
句
は
、「
（
こ
ん
な
月
明
か
り
の
も
と
で
は
）
隣
り
合
っ
て
建
つ
陸
慧
暁
と
張
融
の
邸
宅
の
間

に
あ
る
池
が
白
く
輝
き
、
陸
張
の
両
家
に
は
い
か
に
も
秋
が
や
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、

詩
題
の
「
水
」
は
「
池
」
で
、「
月
明
」
は
「
白
」
お
よ
び
「
秋
」
で
破
題
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
も
詩

題
と
破
題
表
現
と
の
関
係
を
示
し
て
お
く
。

　
　

陸
張
池水 

白月
明 

両
家
秋月

明

　

さ
ら
に
、「
白
」
は
、
五
行
（
五
行
説
）
に
お
け
る
「
金
」、
季
節
と
し
て
は
「
秋
」
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
句
の
「
白
」

も
そ
れ
に
基
づ
き
、
池
水
の
面
が
白
く
輝
く
情
景
を
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
検
討
か
ら
は
、「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
の
句
は
、「
月
明
水
竹
間
」
と
い
う
詩
題
を
言
い
換
え
て
題
意
を
満
た
し
て
い
る

と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
に
従
っ
た
読
み
ぶ
り
と
し
て
何
ら
問
題
が
無
い
と
判
断
で
き
（
（（
（
る
。

二
、「
白
」
字
の
用
法
に
つ
い
て

　

醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
で
は
、「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
の
句
の
「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
べ
き
か
と
す
る
匡
房
の
見
解
が
示
さ

れ
た
後
、
そ
れ
に
対
し
て
藤
原
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」
の
句
、
大
江
以
言
の
「
桂
花
秋
白
」
の
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
白
」
の

用
い
方
を
高
く
評
価
す
る
言
説
が
見
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
句
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

藤
原
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」
の
句
は
、
類
聚
本
『
江
談
抄
』
巻
四
第
一
一
〇
話
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。



一
一
〇

　
　

三
巴
峡
の
月 

雲
収
ま
り
て
白
し　

七
里
灘
の
波 

葉
落
ち
て
紅
な
り　
　
　

藤
為
時

こ
の
詩
は
「
田
家
の
秋
」
の
詩
な
り
。
以
言
こ
の
詩
を
見
て
云
は
く
、「「
白
」
の
字
の
置
き
処
を
習
ふ
べ
し
」
と
云
々
。

　
　
　
　

三
巴
峡
月
雲
収
白　

七
里
灘
波
葉
落
紅　
　
　

藤
為
時
。

　
　
　
　
　

此
詩
田
家
秋
詩
也
。
以
言
見
此
詩
云
、
白
字
可
習
置
処
云
々
。

　
「
三
巴
峡
」
は
「
巴
峡
」
の
こ
と
。
揚
子
江
（
長
江
）
中
上
流
域
の
巴
東
の
三
峡
（
瞿
塘
峡
・
巫
峡
・
西
陵
峡
）
を
指
（
（（
（
す
。「
七
里

灘
」
は
浙
江
省
桐
盧
県
厳
陵
山
の
西
、
七
里
に
わ
た
る
絶
壁
の
た
め
に
急
流
と
な
る
航
行
の
難
所
。
巴
峡
で
は
雲
が
消
え
て
月
が
白

く
輝
き
、
七
里
灘
で
は
落
葉
の
た
め
に
波
が
紅
に
染
ま
っ
て
い
る
と
詠
ん
だ
も
（
（（
（
の
。

　

該
話
は
醍
醐
寺
本
を
含
む
古
本
系
諸
本
に
は
見
え
な
い
。
一
方
、『
和
漢
兼
作
集
』
巻
七
に
は
同
句
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
は
詩
題
を
「
田
家
秋
意
」
と
す
る
。
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
（
（（
（
に
、
こ
の
句
は
、
粟
田
山
荘
障
子
詩
と
し
て
作
ら
れ
た
詩
の
中
の
一

聯
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
粟
田
山
荘
障
子
詩
は
、
藤
原
道
兼
（
九
六
一
～
九
九
五
）
が
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
頃
、
粟
田
（
京
都
市

東
山
区
）
に
造
営
し
た
山
荘
の
障
子
絵
に
題
し
て
作
ら
れ
た
一
連
の
漢
詩
で
、
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
詩
巻
と
し
て
は
伝
わ
ら
ず
、

諸
書
に
佚
文
と
し
て
残
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
田
家
」
に
は
「
粟
田
障
子
」
と
し
て
「
田
家
秋
意
」
を
詩
題
と
す
る
紀
斉
名

と
高
丘
相
如
の
摘
句
が
載
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
の
為
時
の
句
は
、「
田
家
秋
」
あ
る
い
は
「
田
家
秋
意
」
を
詩
題
と
す
る
無
題
詩

の
頷
聯
か
頸
聯
だ
と
考
え
ら
れ
（
（（
（
る
。

　

一
方
、
大
江
以
言
の
「
桂
花
秋
白
」
の
句
と
は
、『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
下
「
遊
女
」
に
載
る
「
桂
華
秋
白
雲
閑
夜
、
蘆
葉
春
青
水

冷
天
（
桂
華
秋
白
し
雲
の
閑
か
な
る
夜
、
蘆
葉
春
青
し
水
の
冷
ま
じ
き
天
）673

」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
が
静
か
に
浮

か
ぶ
秋
の
夜
に
は
月
が
白
く
照
ら
し
、
水
が
冷
や
や
か
な
春
の
空
の
も
と
で
蘆
の
葉
が
青
々
と
繁
る
と
詠
ん
だ
も
の
。
こ
の
句
は
、
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一
一
一

『
新
撰
朗
詠
集
』
写
本
お
よ
び
版
本
の
多
く
に
お
い
て
、
前
句
（672

）
と
同
題
（「
遊
女
」）、
同
一
作
者
（
大
江
以
言
）
と
さ
れ
（
（（
（
る
。

　
『
江
談
抄
』
第
一
一
五
話
で
言
及
さ
れ
た
為
時
と
以
言
の
句
の
「
白
」
字
を
め
ぐ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
の
句
が
以
下
の

二
つ
の
側
面
に
お
い
て
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
両
句
の
「
白
」
は
と
も
に
月
の
形
容
で
あ
る
。
以
言

の
「
桂
華
秋
白
雲
閑
夜
」
句
の
場
合
に
は
、
単
に
月
の
形
容
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
月
に
生
ず
る
と
い
う
「
桂
華
」
で
月
を
表
現

し
て
お
り
、「
白
」
は
そ
の
花
の
色
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
両
句
の
「
白
」
は
、
五
行
に
お
け
る
秋
と
の
関
わ
り
か

ら
、
秋
ら
し
さ
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
色
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
以
言
の
句
に
お
い
て
は
「
桂
華
秋
白
」
と

「
蘆
葉
春
青
」
と
が
対
偶
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
の
「
白
」
が
五
行
の
発
想
を
意
識
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
よ
り
顕
著
に
窺
わ
れ
る
。
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」
句
の
場
合
に
は
、
以
言
の
句
ほ
ど
に
は
顕
著
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
詩

題
は
「
田
家
秋
（
田
家
秋
意
）」
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
句
を
評
価
す
る
以
言
は
、
秋
と
の
関
連
か
ら
「
白
」
字
が
用
い
ら
れ

た
と
解
釈
し
た
に
違
い
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
為
時
と
以
言
、
両
者
の
句
の
「
白
」
字
の
用
い
方
に
は
、
二
つ
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
両
句
は
い
ず
れ
も
無
題
詩
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
両
句
に
つ
い
て
は
句
題
詩
の
構
成
方
法
を
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、「
白
」
の
用
い
方
の
適
否
を
問
題
に
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
醍
醐
寺
本
『
江
談
抄
』
第
一
一
五
話

で
、
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」
の
句
、
お
よ
び
以
言
の
「
桂
華
秋
白
雲
閑
夜
」
の
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
白
」
の
用
い
方
が
高
く

評
価
さ
れ
た
の
は
、
月
を
「
白
」
と
表
現
す
る
点
、
秋
ら
し
さ
を
表
す
色
と
し
て
「
白
」
を
用
い
る
点
の
二
点
に
お
い
て
、
両
句
が

的
確
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、「
白
」
字
を
め
ぐ
っ
て
は
、
類
聚
本
『
江
談
抄
』
巻
四
第
八
十
九
話
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。



一
一
二

　
　

文
峰
に
轡
く
つ
ば
みを

案
ず
白
駒
の
影　

詞
海
に
舟
を
艤よ
そ

ふ
紅
葉
の
声　
　

秋
は
未
だ
詩
境
を
出
で
ず　

以
言

以
言
、
初
め
「
駒
過
影
」「
葉
落
声
」
に
作
る
と
云
々
。
六
条
宮
、
草
を
見
て
白
字
の
要
な
る
由
を
書
か
る
。
仍
り
て
改
作

す
と
云
々
。
以
言
と
斉
名
と
相
ひ
試
み
ら
る
る
日
に
承
り
て
作
る
と
云
々
。
斉
名
常
に
以
て
愁
ひ
と
為
す
。
称
ひ
て
曰
は
く

「
最
手
の
片
へ
に
廻
る
は
何
の
謀
計
ぞ
」
と
云
々
。
斉
名
の
臨
終
に
宮
訪
は
る
。
報
命
す
ら
く
「
恩
旨
は
恐
悚
千
廻
た
り
。

但
し
白
字
の
事
は
忘
却
せ
ず
」
と
云
々
。

　
　
　
　

文
峰
案
轡
白
駒
影　

詞
海
艤
舟
紅
葉
声　
　

秋
未
出
詩
境　

以
言

以
言
初
作
駒
過
影
葉
落
声
云
々
。
六
条
宮
見
草
被
書
白
字
要
之
由
。
仍
改
作
云
々
。
以
言
与
斉
名
被
相
試
日
承
作

云
々
。
斉
名
常
為
愁
。
称
曰
、
最
手
片
廻
何
謀
計
云
々
。
斉
名
臨
終
宮
被
訪
。
報
命
、
恩
旨
恐
悚
千
廻
。
但
白
字
事
不

忘
却
云
々
。

こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
「
文
峰
案
轡
白
駒
影
、
詞
海
艤
舟
紅
葉
声
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
上
・
九
月
尽
・276

）
に
載
る
秀
句
で

あ
る
。
該
句
を
め
ぐ
る
こ
の
逸
話
は
、「
朗
詠
江
註
」
に
も
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
江
以
言
と
紀
斉
名
と
が
「
秋
未
出
詩
境

（
秋
未
だ
詩
境
を
出
で
ず
）」
の
詩
題
で
競
作
し
た
と
き
、
以
言
は
「
白
駒
影
」「
紅
葉
声
」
の
箇
所
を
当
初
「
駒
過
影
」「
葉
落
声
」

と
作
っ
て
い
た
が
、
そ
の
草
稿
を
見
た
六
条
宮
具
平
親
王
の
助
言
に
よ
り
改
め
た
。
お
か
げ
で
以
言
は
斉
名
に
勝
ち
、
斉
名
は
死
ぬ

ま
で
こ
の
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
た
と
い
う
。

　

既
述
の
よ
う
に
、「
朗
詠
江
註
」
に
は
大
略
同
様
の
話
が
引
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
江
談
抄
』
で
は
こ
の
話
に
続
き
が
あ
り
、

改
め
た
以
言
の
詩
句
が
な
ぜ
優
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
最
終
的
に
「
或
人
問
云
、
但
不
直
白

字
者
、
駒
過
景
葉
落
声
三
字
読
甚
以
砕
歟
（
或
る
人
問
ひ
て
云
ふ
、「
但
し
白
字
に
直
さ
ず
ん
ば
、「
駒
過
景
」「
葉
落
声
」
の
三
字
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の
読
み
は
甚
だ
以
て
砕
く
る
か
」）」
と
記
さ
れ
る
あ
る
人
物
の
問
い
に
対
し
、
匡
房
は
「
無
白
字
者
非
読
砕
。
上
句
無
秋
心
歟
。
白

駒
秋
也
。
白
字
直
千
金
也
（
白
字
無
く
ば
読
み
の
砕
く
る
に
非
ず
。
上
句
に
秋
の
心
無
き
か
。
白
駒
は
秋
な
り
。
白
字
は
直
ひ
千
金

な
り
）」
と
返
答
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
下
句
の
「
文
峰
案
轡
白
駒
影
」
に
「
白
」
が
無
け
れ
ば
、
こ
の
句
に
は
詩
題
の
「
秋
」
を

表
す
表
現
が
無
く
（
詩
題
の
「
未
出
」
は
「
案
轡
」
で
、「
詩
境
」
は
「
文
峰
」
で
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
）、
詩
題
を
詠
み
落
と
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、「
白
」
の
字
が
あ
る
こ
と
で
、
五
行
で
秋
が
「
白
」
に

相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
詩
題
の
「
秋
」
を
「
白
」
で
敷
衍
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
題
意
を
満
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で

「
白
字
直
千
金
也
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
類
聚
本
巻
四
第
八
十
九
話
で
匡
房
は
、
破
題
表
現
に
お
い
て
、「
白
」
が
そ
の
一
字
で
詩
題
の
「
秋
」
を
敷
衍

で
き
る
表
現
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。「
白
」
に
対
す
る
匡
房
の
こ
う
し
た
見
方
は
、
五
行
説
に
基
づ
い
て
白
色
と
秋
と
を
結

び
つ
け
、
白
色
を
秋
の
色
と
捉
え
て
い
る
点
で
、
醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
（
類
聚
本
巻
五
第
二
十
三
話
）
の
藤
原
為
時
の
「
三
巴
峡

月
雲
収
白
」
句
、
大
江
以
言
の
「
桂
華
秋
白
雲
閑
夜
」
句
と
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
両
句
の
「
白
」
の
用
い
方
も
ま
た
、
匡
房
が

「
白
字
直
千
金
也
」
と
述
べ
た
の
と
同
等
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、「
冷
色
」
と
「
月
」・「
秋
気
」

　

前
節
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
改
め
て
『
江
談
抄
』
の
「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
句
に
目
を
向
け
た
い
。
す
で
に
確
認
し
た

よ
う
に
、
こ
の
「
白
」
は
、
月
に
照
ら
さ
れ
て
池
が
白
く
輝
い
て
い
る
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
一
方
、「
両
家
秋
」
と
秋
の
情
景
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が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
行
の
秋
を
意
識
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
為
時
、
以
言
の
両
句
と
比

較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
同
様
に
五
行
説
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
表
現
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
問
題
が
な
い
。
そ
の
上
で
な
お
匡
房
が

「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
べ
き
か
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
問
題
は
「
池
が
白
い
」
と
い
う
表
現
、
換
言
す
れ
ば
「
池
」
と

「
白
」
と
の
結
び
つ
き
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
句
の
場
合
、
池
が
白
い
の
は
月
に
照
ら
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
池
の
水
面
が
白
く
見
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
白
い
の
は
池
水
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
詩
に
お
い
て
、
常
套
的
に
「
白
」
で
表
現
さ
れ
る
事
物
（
情
景
）

に
は
月
や
花
の
ほ
か
、
水
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
波
や
氷
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
為
時
の
「
三
巴
峡
月
雲
収
白
」
句
お
よ
び
以

言
の
「
桂
華
秋
白
雲
閑
夜
」
句
が
『
江
談
抄
』
に
お
い
て
良
し
と
さ
れ
た
の
は
、「
白
」
を
月
の
色
彩
を
表
す
た
め
に
用
い
た
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
池
水
を
「
白
」
と
表
現
す
る
仕
方
は
（
清
く
澄
ん
だ
水
を
「
白
水
」
で
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
も
の

の
（
（（
（

）、
必
ず
し
も
常
套
的
と
は
言
え
な
い
。
普
通
で
は
白
く
な
い
池
水
を
「
白
」
の
語
を
用
い
て
表
現
し
た
の
が
「
陸
張
池
白
」
と

い
う
表
現
の
妙
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
こ
の
表
現
に
比
べ
る
と
「
陸
張
池
冷
」
の
ほ
う
が
池
水
の
属

性
に
照
ら
し
て
飛
躍
は
少
な
く
、
言
わ
ば
よ
り
自
然
な
表
現
だ
と
い
え
る
。「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
べ
き
か
と
す
る
匡
房
の
意

図
が
「
池
白
」
と
い
う
や
や
風
変
わ
り
な
表
現
よ
り
も
、
池
水
の
表
現
と
し
て
よ
り
自
然
な
「
池
冷
」
と
い
う
表
現
を
選
ぶ
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
る
程
度
納
得
は
行
（
（（
（
く
。
と
は
い
う
も
の
の
、「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
句
を
「
月
明
水
竹
間
」

を
詩
題
と
す
る
句
題
詩
の
破
題
と
考
え
た
場
合
、「
白
」
字
は
詩
題
の
「
月
明
」
を
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
五
行
説
に

お
け
る
「
秋
」
と
「
白
」
と
の
関
連
か
ら
用
い
ら
れ
た
表
現
で
も
あ
り
、（
繰
り
返
し
に
な
る
が
）
こ
の
点
で
「
陸
張
池
白
両
家
秋
」

句
と
為
時
や
以
言
の
句
と
は
、
ま
っ
た
く
同
様
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
類
聚
本
巻
四
第
八
十
九
話
で
は
、
五
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行
説
に
基
づ
き
、「
白
駒
」
の
「
白
」
が
詩
題
の
「
秋
」
を
言
い
換
え
る
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
白
」
字
を
重
視
し
て
「
白
字
直
千

金
也
」
と
匡
房
自
身
が
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
（
類
聚
本
巻
五
第

二
十
三
話
）
で
匡
房
が
「
白
」
字
を
用
い
る
の
を
や
め
て
「
冷
」
字
に
改
め
る
べ
き
か
と
述
べ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
冷
」
の
語
で
あ
る
。
実
は
、
匡
房
が
「
白
」
を
そ
れ
へ
と
改
め
る
べ
き
か
と
述
べ
た
「
冷
」
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
「
冷
色
」
の
語
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

①
清
光
幾
処
同
催
酔
、
冷
色
誰
家
亦
倍
愁
（
清
き
光 

幾い
づ

れ
の
処
に
か
同と
も

に
酔
ひ
を
催
せ
る
、
冷す
さ
まじ

き
色 

誰
が
家
に
か
亦
た
愁

へ
を
倍ま

せ
る
）（「
望
月
遠
情
多
」
具
平
親
王
〔『
類
聚
句
題
抄
』77

〕）

　
　

②
飛
自
幽
巌
唯
冷
色
、
落
於
遠
岫
幾
寒
声
（
幽
巌
自
り
飛
び
て
唯
だ
冷
じ
き
色
あ
る
の
み
、
遠
岫
よ
り
落
ち
て
幾
ば
く
の
寒
き

声
ぞ
）（「
瀑
水
含
秋
気
」
源
為
憲
〔『
類
聚
句
題
抄
』51

〕）

い
ず
れ
も
、
句
題
詩
の
頷
聯
と
頸
聯
の
破
題
の
部
分
の
み
が
『
類
聚
句
題
抄
』
に
引
か
れ
て
残
る
。
①
の
詩
題
「
望
月
遠
情
多
（
月

を
望
め
ば
遠
情
多
し
）」
は
、
月
を
眺
め
る
と
遠
く
離
れ
た
人
（
あ
る
い
は
場
所
）
の
こ
と
を
思
い
や
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
（
（（
（
い
意
。

「
遠
情
」
は
遠
く
を
思
い
や
る
心
持
ち
。
月
の
清
ら
か
な
光
に
照
ら
さ
れ
、
一
体
ど
こ
で
皆
が
一
緒
に
酒
に
酔
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
月
の
冷
や
や
か
な
色
を
浴
び
、
誰
の
家
で
ま
た
一
人
愁
い
の
気
持
ち
を
募
ら
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
詠
ん
だ
も
の
。
こ
の
句

に
お
い
て
は
、
上
句
の
「
清
光
」
お
よ
び
下
句
の
「
冷
色
」
が
詩
題
の
「
月
」
を
言
い
換
え
、
上
句
の
「
幾
処
同
催
酔
」
お
よ
び
下

句
の
「
誰
家
亦
倍
愁
」
が
詩
題
の
「
遠
情
多
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
一
方
、
②
の
詩
題
「
瀑
水
含
秋
気
」
は
、
滝
の
水
（
瀑
水
）

に
秋
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
意
（
出
典
未
詳
）。
奥
深
い
岩
山
か
ら
飛
ぶ
滝
の
水
に
は
た
だ
冷
や
や
か
な
色
が
あ
る
ば
か
り
、
遠
い

峰
か
ら
落
ち
る
滝
に
は
一
体
ど
れ
だ
け
の
寒
々
し
さ
が
あ
る
こ
と
か
、
と
詠
ん
だ
も
の
。
こ
の
句
で
は
、
上
句
の
「
飛
自
幽
巌
」
お
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よ
び
下
句
の
「
落
於
遠
岫
」
が
詩
題
の
「
瀑
水
」
を
言
い
換
え
、
上
句
の
「
冷
色
」
お
よ
び
下
句
の
「
寒
声
」
が
「
秋
気
」
を
言
い

換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
如
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
①
②
の
両
句
に
お
い
て
「
冷
色
」
は
、「
月
」
や
「
秋
気
」
の
破
題
表
現

と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
匡
房
が
「
池
白
」
の
「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
は
、
そ
の
水
が
冷
や
や
か
で
あ
る
（
温
度
が
低

い
と
感
じ
る
）
と
い
う
意
味
合
い
よ
り
む
し
ろ
（
無
論
そ
う
し
た
意
味
合
い
も
含
み
つ
つ
）、「
冷
」
の
語
を
「
冷
色
」
と
い
う
色
彩

の
表
現
と
し
て
用
い
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
色
彩
と
し
て
の
「
冷
」
が
「
月
」
や
「
秋

（
気
）」
の
破
題
表
現
と
し
て
機
能
す
る
な
ら
ば
、「
陸
張
池
白
両
家
秋
」
句
を
「
陸
張
池
冷
両
家
秋
」
と
改
め
た
場
合
で
も
、「
冷
」

字
で
詩
題
の
「
月
明
」
を
言
い
換
え
敷
衍
し
、（「
白
」
字
の
場
合
と
同
じ
く
）
破
題
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
（「
白
」
字
の

場
合
と
同
じ
く
）
秋
の
風
情
を
表
現
す
る
も
可
能
と
な
ろ
う
。「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
の
は
、
句
題
詩
の
破
題
の
条
件
を
満
た

し
つ
つ
、
詩
句
の
文
脈
も
損
な
わ
ず
、
し
か
も
「
池
白
」
と
い
う
表
現
が
持
つ
不
自
然
さ
を
解
消
し
て
よ
り
自
然
な
表
現
と
作
り
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
匡
房
の
妙
案
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
醍
醐
寺
本
一
一
五
話
の
談
話
は
「
但
し
餘
事
な
り
（
但
餘
事
也
）」
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、『
古
本
系

江
談
抄
注
解
』
の
語
釈
で
は
「
意
味
不
明
」
と
し
、
類
聚
本
系
『
江
談
抄
』
を
底
本
と
す
る
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
釈
で
は

「
餘
事
」
を
「
余
談
」
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
て
こ
の
「
餘
事
」
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
白
」
で

も
十
分
に
破
題
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
単
に
破
題
の
条
件
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
よ
り
良
い
表

現
を
目
指
す
こ
と
、
あ
る
い
は
破
題
表
現
を
満
た
し
た
上
で
さ
ら
に
考
慮
す
べ
き
事
柄
と
い
う
意
味
で
「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
よ

う
と
す
る
姿
勢
や
そ
う
し
た
行
為
を
「
餘
事
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
但
餘
事
也
」
と
発
言
し
た
そ
の
話
者
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が
誰
か
、
こ
の
談
話
全
体
を
語
っ
た
語
り
手
か
、
匡
房
自
身
か
、
は
た
ま
た
語
り
手
で
も
匡
房
で
も
な
い
別
の
誰
か
か
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
や
は
り
判
然
と
は
せ
ず
、
た
だ
し
話
者
が
誰
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
こ
の
発
言
は
微
妙
に
異
な
る
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
話
者
が
匡
房
で
あ
れ
ば
、
詩
の
表
現
に
お
け
る
「
白
」
字
の
重
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
な
お
「
白
」
よ

り
「
冷
」
の
ほ
う
が
よ
り
良
い
と
い
う
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
話
者
が
匡
房
以
外
で
あ
れ

ば
、「
白
」
を
「
冷
」
に
改
め
る
べ
き
か
と
の
匡
房
の
見
解
に
対
し
、
む
し
ろ
「
白
」
字
の
有
効
性
を
重
視
し
（「
冷
」
に
改
め
る
こ

と
は
せ
ず
）、「
白
」
字
の
ま
ま
の
ほ
う
が
良
い
と
い
う
、
い
わ
ば
匡
房
の
見
解
へ
の
対
抗
的
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
但
餘
事
也
」
が
匡
房
の
見
解
に
対
す
る
発
言
で
あ
る
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
江
談
抄
』
に
見
え
る
句
題
詩
の
破
題
を
め
ぐ
る
記
事
と
し
て
、
醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
（
類
聚
本
系
で
は
巻
五
第

二
十
三
話
）
を
取
り
上
げ
た
。
本
話
の
検
討
に
よ
っ
て
、
匡
房
や
以
言
な
ど
、
当
時
の
優
れ
た
詩
人
た
ち
が
破
題
表
現
（
破
題
と
い

う
技
巧
）
に
い
か
に
心
を
砕
い
た
の
か
、
そ
の
様
相
を
よ
り
鮮
明
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
白
」
に
秋
ら
し
さ
を

見
出
す
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
実
際
の
色
彩
と
は
あ
ま
り
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
こ
ろ
で
、
五
行
と
い
う
言
わ
ば
観
念
的

な
発
想
に
従
い
な
が
ら
、
そ
う
し
た
感
覚
を
詩
に
詠
み
込
む
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
江
談
抄
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
句
題
詩
あ
る
い
は
破
題
を
め
ぐ
る
視
点
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
さ
ら
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。



一
一
八

【
注
】

（
１
）
句
題
詩
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
『
句
題
詩
論
考
─
王
朝
漢

詩
と
は
何
ぞ
や
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
堀
川
貴
司
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
─
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
─
』（
若
草
書

房
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
例
え
ば
、『
江
談
抄
』
の
う
ち
高
山
寺
旧
蔵
本
第
四
十
三
話
（
類
聚
本
で
は
巻
五
第
五
十
七
話
「
村
上
御
製
と
文
時
三
位
と
の
勝
負
の

事
」）
の
「
宮
鶯
囀
暁
光
」
の
詩
題
を
め
ぐ
る
村
上
天
皇
と
菅
原
文
時
と
の
や
り
取
り
は
、
破
題
表
現
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
る
（
前
掲

注
（
１
）
佐
藤
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
所
収
「
句
題
詩
詠
法
の
確
立
─
日
本
漢
学
史
上
の
菅
原
文
時
」、
初
出
は

二
〇
〇
二
年
な
ど
）。

（
３
）
醍
醐
寺
本
の
本
文
は
『
醍
醐
寺
蔵
水
言
鈔
』（
古
典
保
存
会
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
は
、
類
聚
本

で
は
巻
五
第
二
十
三
話
に
収
め
ら
れ
る
。
解
釈
に
際
し
て
、
江
談
抄
研
究
会
（
植
松
茂
・
田
口
和
夫
・
後
藤
昭
雄
・
根
津
義
）
編
『
古

本
系
江
談
抄
注
解
（
補
訂
版
）』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
川
口
久
雄
・
奈
良
正
一
『
江
談
證
注
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
四
年
）、

山
根
對
助
・
後
藤
昭
雄
校
注
『
江
談
抄
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
談
抄　

中
外
抄　

富
家
語
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
を

参
照
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
と
、
該
当
す
る
類
聚
本
巻
五
第
二
十
三
話
と
に
は
小
異
は
あ
る
も
の

の
、
両
者
は
概
ね
同
文
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
他
に
類
聚
本
の
本
文
を
引
く
場
合
に
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

（
４
）
右
金
吾
（
右
衛
門
督
）
に
つ
い
て
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
』
の
語
釈
で
は
「
匡
房
の
死
の
前
年
、
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
）
ご
ろ
と

す
れ
ば
、
嘉
承
三
年
（
一
一
〇
八
）
か
ら
天
永
二
年
（
一
一
一
二
）
ま
で
こ
の
官
に
あ
っ
た
藤
原
能
実
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
。

（
５
）
底
本
は
詩
題
を
「
月
明
水
簡
」
に
作
る
が
、
後
述
の
と
お
り
『
和
漢
兼
作
集
』
巻
七
「
秋
部
中
」
に
「
月
明
水
竹
間
」
の
題
で
収
め

ら
れ
る
藤
原
永
実
の
摘
句
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
従
っ
て
詩
題
を
訂
す
る
。
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一
一
九

（
６
）
醍
醐
寺
本
一
一
五
話
冒
頭
の
「
又
被
命
曰
」
の
主
語
は
未
詳
。『
古
本
系
江
談
抄
注
解
』
は
前
話
に
藤
原
知
房
（
一
〇
四
六
～

一
一
一
二
）
の
言
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
本
話
も
知
房
の
言
か
と
推
測
す
る
。

（
７
）
双
貫
語
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
１
）
佐
藤
『
句
題
詩
論
考
』
所
収
「
句
題
詩
概
説
」（
初
出
は
二
〇
〇
七
年
）、「
句
題
詩
の
展
開
―

王
朝
詩
史
の
試
み
」（
初
出
は
二
〇
一
三
年
）、「
平
安
時
代
に
於
け
る
句
題
詩
の
流
行
」（
初
出
は
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
８
）『
文
鳳
抄
』
の
「
竹
」
の
項
に
は
「
東
南
美
」
の
語
を
載
せ
「
東
南
之
美
者
、
会
稽
之
竹
箭
」
と
注
す
る
（
出
典
は
記
さ
な
い
）。『
藝

文
類
聚
』『
初
学
記
』『
白
氏
六
帖
』
な
ど
類
書
の
「
竹
」
の
項
で
は
「
東
南
之
美
者
、
有
会
稽
之
竹
箭
焉
」
の
出
典
と
し
て
「
爾
雅
」

を
引
く
。

（
９
）『
南
史
』
陸
慧
暁
伝
に
「
慧
暁
与
二
張
融
一
並
レ
宅
、
其
間
有
レ
池
、
池
上
有
二
二
株
楊
柳
一
」
と
あ
る
。

（
10
）
平
仄
の
面
か
ら
も
、「
白
」
は
入
声
（
平
水
韻
第
十
一
陌
）、「
冷
」
は
上
声
（
第
二
十
三
梗
）
で
、
同
じ
仄
声
で
あ
る
。

（
11
）『
幼
学
指
南
抄
』
巻
四
「
峡
」
に
は
「
三
巴
」
を
立
項
し
「
盛
弘
之
荊
州
記
曰
、
宜
都
宜
昌
県
三
峡
七
百
里
、
両
岸
連
レ
山
、
略
無
二

絶
処
一
。
朝
発
二
白
帝
一
、
暮
宿
二
江
陵
一
、
其
間
千
二
百
里
、
漁
者
歌
曰
、
巴
東
三
峡
巫
峡
長
、
猨
鳴
二
三
声
一
涙
沾
レ
裳
」
と
記
す
。

（
12
）「
巴
峡
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
猿
」
に
「
瑤
臺
霜
満
、
一
声
之
玄
鶴
唳
レ
天
、
巴
峡
秋
深
、
五
夜
之
哀
猿
叫
レ
月
」（
謝
観
、
清

賦
・454

）
と
あ
る
な
ど
、
発
想
の
上
で
「
月
」
と
結
び
つ
き
や
す
く
、「
七
里
灘
」
は
『
菅
家
文
草
』
巻
六
「
九
日
後
朝
、
侍
二
宴
朱

雀
院
一
、
同
賦
三
秋
思
入
二
寒
松
一
、
応
二
太
上
皇
製
一
」（449

）
に
「
声
猶
二
七
里
灘
波
緊
一
、
色
也
二
孤
山
寺
草
濃
一
」
と
あ
る
な
ど
、
発

想
の
上
で
「
波
」
と
結
び
つ
き
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
巻
四
第
一
一
〇
話
の
脚
注
な
ど
。

（
14
）『
江
吏
部
集
』
に
粟
田
山
荘
障
子
詩
の
う
ち
の
一
首
と
し
て
「
田
家
秋
音
」
と
題
さ
れ
る
詩
が
収
め
ら
れ
る
が
、
詩
の
内
容
か
ら
す
れ

ば
こ
の
詩
題
は
「
田
家
秋
意
」
の
誤
写
だ
と
推
定
さ
れ
る
。



一
二
〇

（
15
）
柳
澤
良
一
校
注
『
新
撰
朗
詠
集
』（
和
歌
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集　

新
撰
朗
詠
集
』、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
の
補
註
に
よ
る
。

（
16
）『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
山
家
」
に
「
晴
後
青
山
臨
レ
牖
近
、
雨
初
白
水
入
レ
門
流
」（
都
良
香
、
田
家
早
秋
・561

）
と
あ
り
、
佐
藤

道
生
校
注
『
和
漢
朗
詠
集
』（
和
歌
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集　

新
撰
朗
詠
集
』、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
の
脚
注
は
、『
楚
辞
』

「
九
歎
」
思
古
の
「
乗
二
白
水
一
而
高
騖
兮
」、『
文
選
』
雑
詩
（
劉
楨
）
の
「
方
塘
含
二
白
水
一
」
を
用
例
と
し
て
掲
出
す
る
。

（
17
）
月
に
照
ら
さ
れ
た
水
面
を
「
白
」
と
表
現
す
る
例
で
は
な
い
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
白
」
に
「
蘆
洲
月
色
随
レ
潮
満
、
葱
嶺
雲

膚
与
レ
雪
連
」（
源
順
、
賦
白
・801

）
と
あ
り
、
水
面
が
月
光
に
照
ら
さ
れ
た
と
き
の
色
が
「
白
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
例
と
考
え
ら

れ
る
。

（
18
）
本
間
洋
一
著
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
詩
題
の
出
典
に
つ
い
て
「
金
子
彦
次
郎
（『
増
補
平
安
時

代
文
学
と
白
氏
文
集
─
句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
─
）』（
芸
林
舎
・
昭
和
五
二
年
覆
刻
版
五
七
六
頁
）
は
許
渾
詩
に
依
る
と
す
る

が
、
そ
の
本
文
は
「
垂
釣
有
深
意
、
望
山
多
遠
情
」（「
贈
高
処
士
」）
と
あ
っ
て
「
望
月
」
で
は
な
い
（
一
字
改
変
し
て
字
列
を
変
え

た
可
能
性
も
否
定
し
な
い
）」
と
す
る
。

［
付
記
］�

本
稿
は
、『
江
談
抄
』
に
お
け
る
破
題
表
現
へ
の
言
及
を
句
題
詩
研
究
の
立
場
か
ら
見
直
す
こ
と
を
意
図
し
た
試
論
で
あ
る
。
脱
稿

後
、
佐
藤
道
生
氏
よ
り
、『
江
談
抄
』（
類
聚
本
）
巻
四
第
八
十
九
話
に
お
け
る
匡
房
の
「
白
字
値
千
金
也
」
の
言
を
重
視
し
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
醍
醐
寺
本
第
一
一
五
話
（
類
聚
本
巻
五
第
二
十
三
話
）
に
つ
い
て
も
、
巻
四
第
八
十
九
話
と
同
様
に
「
冷
」
を
「
白
」

に
改
め
た
話
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
可
能

性
も
あ
り
得
る
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
従
来
行
わ
れ
て
き
た
訓
読
の
仕
方
や
文
脈
の
捉
え
方
を
大
き
く
改

め
る
必
要
が
生
ず
る
。




